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         第 2 学年 1組英語科学習指導案 

                               平成 14 年 1 月 30 日 

                               指導者   

                               A E T 

l 教材名  PROGRAM 11 Konrad Lorenz，a Mother to Birds 

          SUNSHINE ENGLISH COURSE 2 

 

2 教材について 

（1）生徒観                               

 2 年 1 組の生徒（男子 19 名、女子 14 名、計 33 名）は、全体的に明るく、英語の授 

業に積極的に取り組むことができる。しかしその一方では、いっでも積極的に発言し、表 

現活動を行う生徒と理解しているにもかかわらず消極的で一度も発表しない生徒との差が 

広がっていることも事実である。どんな生徒も意欲的に楽しく取り組める雰囲気と活動場 

面、活動内容を工夫していく必要がある。 

 4 技能別に見ると、生徒の関心が高いのは、「書くこと」と「話すこと」であるが、人 

前で発表することに対しては苦手意識を持っているようである。「開くこと」に関しては、 

理解力があり、集中して話を聞くことができる。一方「読むこと」に関しては、全体的に 

自己表現力が不足しているようである。しかし全体的に学習に対する意識は高く、英語の 

授業に集中して参加する生徒も多いので、個に応じた指導の工夫を更にしていき、意欲的 

に英語を使おうとする生徒を育成していきたい。 

 

（2）教材観 

 本単元は、アメリカの子供向け雑誌 Hightlights に載った記事をもとにして教科書に書

き 

直したものである。題材は、ノーベル賞学者コンラート・ローレンツ博士がガチョウのひ 

なの観察で生まれて初めて動くものを母親と思いこむ現象『刷り込み』を発見する話であ 

り、他への愛を考える課である。 

 言語材料としては、現在完了形の継続や経験の用法を学習する。特に日本語の文法の中 

にはない用法であり、場面を想定しながら数多く表現活動をしながら理解を深めていきた 

い。また、接続詞や副詞節の用法を復習するので、自己表現活動を通して定着できるよう 

にさせたい。 

 

（3）指導観 

 現在完了の継続及び経験では、学校生活や身の回りのことと AET の国のこと等を題材 

にした言語活動を設定し、また 4技能を有機的に関連づけて実践的コミュニケーション能 

力を育成することとの関連を図りながら指導に当たりたい。また特に 4技能でつけたいカ 
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は「聞くカ」と「話すカ」であるが、その力を支えるカとして「書くカ」「読むカ」をつ 

けることを大切にしていく。そのためには、生徒が興味、閑心、意欲を持って取り組める 

活動を工夫し、自分で表現することの喜びを味わわせると共に、表現できたことでつく自 

信を基盤として英語学習への意欲を一層高めたい。 

 また、ローレンツ博士の動物との観察やふれあい等を通して他者への愛情や思いやりに 

ついても考えさせたい。そして、現在完了形を学習することによって日本語と英語との文 

法の違いや考え方の違い等を理解させ表現できるようにさせたい。 

 

3 本課の目標 

 

（1） ローレンツ博士及び彼の観察によるガチョウやアヒルの刷り込みについて理解す 

   る。 

（2） 現在完了形の継続と経験の用法について理解し、これらを使って言語活動を積極 

   的に行う。 

（3） AET との学習を通して、生徒の身近な暮らしに関わる場面や特有の表現が使わ 

   れる場面に即したコミュニケーションを図ることができる。 

 

 

4 指導計画 

時 間 ね   ら   い 学 習 活 動 

1 現在完了形の継続の理解をすることができる。

ローレンツ博士について理解する。 

現在完了形の継続を使った

文の練習と programll－1 の

内容理解 

2 租在完了形の継続の用法を用いて自分自身の経

験について自己表現ができる。相手の質問に対

して適切に答えられる。 

場面に応じたコミュニケー

シ活動ができる。 

3 現在完了形の経験の理解をすることができる。

「刷り込み」について理解する。 

現在完了形の経験を使った

文の練習と programll－2 の

内容理解 

4 現在完了形の経験の用法を用いて自分自身のこ

とや身の回りのことについて自己表現ができ

る。 

現在完了形の経験の用法を

用いた文を使ってコミュニ

ケーション活動ができる。 

5 群接続詞の復習をし、理解を探める。アヒルの

刷り込みについて理解する。 

群接続詞を用いてコミュニ

ケーション活動ができる。

Program11-3 の内容理解 

6 副詞節の用法を用いて身の回りのことについて 副詞節の用法を用いてコミ
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自己表現ができる。program11-4 の内容理解を

する。 

ュニケーション活動ができ

る。 

7 本時 現在完了形の継続や経験の用方を用いて積極的

に生徒同士や AET と会話を行う。 

ゲームを通して生徒同士や

AET と積極的に会話を行う。

カナダの理解を探める。 

 

5 本時の計画 

（1）目標 

  ① 現在完了形の経験の用法を用いて生徒同士や A E T と積極的にコ 

    ミュニケーション活動ができる。 

  ② カナダのことについて知る。 

③ 授業に楽しく意欲的に参加する。 

(2) 展開 
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